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GATHERING-AREA ORIENTED COMMUNITY REORGANIZATION
ーTHE DISADVANTAGED SHOPPER PROBLEM: ENABLING PERSON AND ITEMMOBILITYー
恩田早也加
Sayaka ONDA
主査　赤松佳珠子　　　副査　岩佐明彦
法政大学大学院デザイン工学研究科建築学専攻修士課程
　   With the nearly 30 percent elderly population of Tochimoto-chiku left without the ability to shop in the
 local area, the disadvantaged shopper problem is severe. Focusing on creating a service capable of cover
ing the 300m region of Tochimoto-chiku, a mobile supermarket will be deployed to act as the focal point 
of the gathering-area. This mobile supermarket is to be used as a modularized service, striving to revitali
ze the entirety of the town through the elimination of the disadvantaged shopper problem. (Community re
construction)   The theme of the gathering-area will be created using elements from the 8 neighboring reg
ions of Tochimoto-chiku, displaying aspects of the region and inter-personal interaction. In order to servi
ce the distributed area of Tochimoto-chiku, a circulating bus will transport people. An increase to the nu
mber of bus stops is also planned.
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　・町の 3 割近くが高齢者の栃本地区は近くに買い物することがなく、買い物弱者問題が深刻である。
　　半径 300m 圏内で栃本地区をカバーできる会所に着目し、会所を軸に移動スーパーを展開する。
　　移動スーパーがモジュール化されたサービスを運ぶ。買い物弱者問題を解消しつつ、町全体の活性化を図る。
　　（コミュニテイの再構築）
　・8 つの会所の近辺の要素から色付けし、場のテーマと人と人の交流のテーマをそれぞれ掲げる。
　　栃本地区全体にサービスの分散を図り、循環バスが人を動かす。バス停の肥大化を図る。
２．背景
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　佐野市人口総数は年々徐々に減少。昭和 60年には 15歳未満が約 27000 人、65歳以上が約 14000 人と 15歳未満
が 65歳以上の 2倍近くいたが、平成 22年には 15歳未満が約 15000 人、65歳以上が約 29000 人と 65歳以上の高
齢者が 15歳未満の 2倍近くになり、昭和 60年と逆転している。少子高齢化は著しく進んでいる。
　2つの県道を軸に栃本町は家々が建ち並ぶ。　　
この南北およそ 4kmある栃本町には食品や日
用雑貨を購入できる店舗はセブンイレブンの
1店舗のみである。
人がどんどん外へ出て行くことやイオンなどの大
型ショッピングモールで商店街や地域にポツポ
ツとある地域に根ざした店が閉店し、高齢者の日
常の買い物手段が失われいる。
このセブンイレブンでは高齢者の徒歩圏内であ
る半径300mでは当たり前であるが、栃本町全体
をカバーすることができない。
３．8つの会所
　ここで私は会所に着目した。
会所とは栃本町をさらに 8つの地域で分け、
それぞれに集会する場場として会所が設けら
れている。地区ごとの話し合い等がここで行
われていて、小さい子どもから大人まで誰も
が知っている場である。 
8つの会所の特徴としては、1. 道路沿いにある。
2.向かいまたは隣（近辺）に特徴のあるものがあ
る。3.基本的には144号線を軸として会所が点在
している。4.半径300mで栃本地区をカバーでき
る。5.ゴミ捨て場が必ずある。
４．提案
4-1 会所への色付け
会所　　　    　　　近辺　　　　　　　　  　　　　場のテーマ、人×人
1.下舘野　　　　　老人ホーム　　　　　　　　　   高齢者×子供たち
2.上舘野　　　　　瓦関係　　　　　　　　　　　  瓦を広げる場、瓦に携わる人々×地域の人々
3.下町　　　　　　根古屋神社　　　　　　　　　  早朝コミュニテイ（ラジオ体操）
4.中門　　　　　　コミュニテイセンター　　　　　  8つの核、地域の人々の交流
5.下仲町　　　　　栃本小学校　　　　　　　　　  子供たちの放課後活動の場
6.上仲町　　　　　特になし　　　　　　　　　　   足りないものを補う
7.下川入　　　　　おなばのはな。パン屋　　　　　食の交流場、パン屋×オープンスペース
8.上川入　　　　　エリヤ工芸館　　　　　　　　   地元のア トーを広げる場
栃本町全体にサービスの分散を図る
4-2 8つの会所を結ぶ2つのモビリティ
物・・・移動スーパーがモジュール化されたサービスを運ぶ
　　　　 会所：一時的に町の小さなスーパーに
人・・・循環バスが人々を動かす
　　　　 会所：バス停の肥大化
4-2 コンセプトダイアグラム
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